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様式第６号（第７条関係） 

 

 

会 議 録 

 

会議の名称 令和６年度 第３回おいらせ町地域公共交通会議 

日   時 令和７年１月２８日（火曜日） １３時３０分から１４時２０分まで 

場  所 おいらせ町役場本庁舎 2 階 201 会議室 

会議公開 

■全部公開  □一部非公開  □全部非公開 

※非公開理由

（                           ） 

出 席 者 等 

委 員 

【出席者】（６人） 

会 長 等：小向 仁生 

委  員：佐藤 美仁、田中 博、谷川 義弘、加藤 英子、 

田中 俊行 

【欠席者】（４人） 

副会長等：藤ヶ森 利昭 

委  員：菊池 憲一、山村 雅文、木村 昌子 

事 務 局 課長 田中 貴重、課長補佐 川原真栄子、主幹 田中 繁幸 

オ ブ ザ

ー バ ー 
なし 

傍聴者数  ０ 名  

 

議題等 会長あいさつ 

・委員の皆様には、平素より町政全般にわたってご理解とご協力を賜り感謝申し上げる。 

・先月からの大雪で青森市・弘前市などの津軽地域は大規模な交通障害に見舞われた。 

・最近は比較的落ち着いた天候が続き、安心しきっている。 

・県南地方では、来月にえんぶりのシーズンを迎えることとなるが、例年であればドカ雪
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に襲われる傾向にある。気を抜かずにしっかりとした除雪対応をしていきたい。 

・本日の案件は、国の地域内フィーダー補助金に関わる令和 6 年度事業の事業評価と町民

バスのダイヤ改正に関わる事項を提案させていただいている。慎重審議をお願いしたい。 

議題等 議事案件 

１）令和 6 年度地域公共交通確保維持改善事業の事業評価（自己評価）について 

 ⇒本資料 P1から P2までにおいて町民バス及びおいらバスの運行状況を報告したうえで、

国の指定様式（資料 1・資料 2・資料 3）に基づき、地域公共交通確保維持改善事業に係る

事業評価について、事務局より説明がされた。 

≪協議結果≫ 

 原案のとおり承認決定した。 

発言者 発言内容 

佐藤委員  事業評価について、資料 1 の一覧表中で三八五交通（株）の「⑤目標・

効果達成状況」において「Ｂ」と評価している根拠は何か？ 

事務局（田中

主幹） 

 「Ｂ」評価は、目標収支率 25.0％（目標値）に対する実績収支率 21.5％

（実績値）によるものである。 

 国が示す評価要領では、計画に位置付けられた定量的な目標・効果が達

成されたかを設定した目標ごとにＡ,Ｂ,Ｃの 3 段階で評価することになっ

ており、その数値的な評価基準というものはない。 

 そのため、達成できてはいないが、目標値に近い実績が出せているとい

う観点で「Ｂ」評価とさせていただいた。 

事務局（田中

主幹） 

 ほかに委員の皆様からご意見やご質問がなければ、わたしのほうからお

聞きしたい。委員の皆様のご友人や知人などから町の公共交通に対する要

望や苦情を伝え来ていることはありませんか？ 

加藤委員  「おいらバス」は町内のみの移動手段として便利ではあるが、町外への

移動に利用したいという声をよく耳にする。 

議題等 議事案件 

２）町民バスの運行ダイヤ改正（令和 7 年 4 月 1 日）について 

 ⇒本資料 P2 から P3 までにおいて、慢性的な運行遅れが見られる北線（朝便）の所要時
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分の変更と青い森鉄道の運行ダイヤ改正に伴う町民バスの運行ダイヤの見直しについて、、

事務局より説明がされた。（資料４参照） 

≪協議結果≫ 

 原案のとおり承認決定した。 

発言者 発言内容 

谷川委員 現行ダイヤの電車からバスへの乗り換え時間は 15 分取られているが、

改正ダイヤでは乗り換え時間が 6 分に短縮されている。実際の利用者の

乗り換えに不便を生じさせないか？ 

事務局（田中主

幹） 

確かに、短縮になっているが、乗り換え時間が 5 分以上取られている

ので乗り換えができないことはないと考えている。また、ダイヤ改正は

次の便にも影響を与えるもので、交通事業者との打ち合わせでしっかり

と調整させていただいたので、ご理解をいただきたい。 

議題等 その他 

１）おいらせ町執行機関の附属機関の設置等に関する条例の改正について 

⇒報告事項として、本資料 P3 により、国の法改正に伴い、町の附属機関である福祉有償運

送運営協議会を廃止して、地域公共交通会議へ統合する趣旨の条例改正を行う旨、事務局

より説明された。 

発言者 発言内容 

小向会長 その他、交通事業者と関係機関から何か情報提供等はありますか？ 

佐藤委員  十和田観光電鉄（株）では、物価高騰などの影響で昨年 10 月から路線

バスの運賃改定をさせていただいた。しかしながら、利用者も減少して

いるなかで運賃収入の増加にはまだ反映されていない。今後も地域の足

を守っていく使命として運行継続に貢献していきたい。 

田中委員 

（代理：市川） 

 三沢警察署からは、本日の会議案件に関しては特にありません。 

小向会長  ほかになければ、事務局へ進行をお返しします。 

田中課長  担当の説明にもありましたとおり、今回を以て、今年度の地域公共交

通会議は終了となり、委員の皆様の任期も今年度末で満了となります。
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これまでご協力いただきありがとうございました。来年度から新しい組

織でまた公共交通会議を組織していくことになりますが、来年度と再来

年度の 2 ヶ年で現在の運行状況で改善すべき点を検討していかなければ

なりません。その際には、何よりも利用者の声を反映させることを念頭

にまた皆様にご協力いただくことになるかと思いますので、何卒その際

はよろしくお願いします。 

 

以上 


